
授与する学位の名称 修士（山岳科学）〔Master of Science in Mountain Studies〕

人材養成目的

山岳域における自然変動・人間活動に伴う地圏・水圏、生態系、森林などの自然資源に

関する諸問題に対処するために、豊かで力強い地域社会の創生や林業をはじめとする中山

間地域の産業振興に必要な知識と技術を備え、幅広い視野と専門的な知識により的確に方

策を講ずることができる判断力及び行動力を備えた人材を養成する。

養成する人材像
山岳科学の自然科学や社会科学などの複数領域にまたがる知識、技術等を習得し、山岳

域における諸現象・諸問題強い関心を持ち、それらの解決に具体的に貢献する人材

修了後の進路

山岳域の諸問題に携わる国家・地方公務員、国立研究開発法人研究所、地方自治体研

究機関、気象関連企業、林業・木材関連企業、アウトドア・観光関連企業、環境コンサルタン

ト関連企業、NPO/NGO 職員など

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の活用力：高度な知識
を社会に役立てる能力

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて，専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目，インターンシップ科目，
修士論文作成学会発表など

2. マネジメント能力：広い視
野に立ち課題に的確に対
応する能力

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか  

② 複数の視点から問題を捉え，解決する能力
はあるか

研究指導科目，演習科目，インターンシ
ップ科目，達成度自己点検，外部コンテ
スト等への参加など

3. コミュニケーション能力：
専門知識を的確に分かり
易く伝える能力

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について，その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりや
すく説明することができるか

研究指導科目，演習科目，研究発表に
関する科目，学会発表など

4. チームワーク力：チームと
して協働し積極的に目標
の達成に寄与する能力

① チームとして協働し積極的に課題に取り組ん
だ経験はあるか

② 自分の研究以外のプロジェクト等の推進に
何らかの貢献をしたか

研究指導科目，演習科目，他研究室と
共同の演習科目，TA 経験，学会での質
問，セミナーでの質問など

5. 国際性：国際社会に貢献
する意識

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る意識があるか

② 国際的な情報収集や行動に必要な語学力
を有するか

大学院共通科目（国際性養成科目群），
語学力養成科目，外国語の演習科目，
国際的な活動を伴う科目，国外での活
動経験，留学生との交流，TOEIC 得点，
国際会議発表，外国人との共同研究な
ど

6. 知識と技術力：山岳科学
に関する基礎的な知識と
技術を習得し、それらを活
用する能力

山岳科学に関する基礎的な専門知識と技術を
習得しているか

山岳科学概論 A,B，山岳教養論，山岳
環境インターンシップ I,II，修士論文作
成，学会発表など

7. 問題解決能力：山岳域の
諸問題について科学的に
理解し、問題解決の具体
的な方策を策定できる能
力

山岳域の諸問題を理解し，問題解決の具体的
な方策を策定できるか

山岳科学研究 I, II，山岳フィールド実習
A,B，修士論文作成，学会発表など

8. 連携及び自己表現能力：
十分な意思疎通ができ、
的確な自己表現ができる
コミュニケーション能力

的確な自己表現ができるコミュニケーション能力
を修得しているか

山岳科学セミナーIA,IB,IIA,IIB，フィー
ルド安全管理学，学術集会や学会発表
など

9. リーダーシップ能力：山岳
域の問題解決のため連携
協力ができ、且つリーダ
ーシップを発揮する能力

山岳域の問題解決のため連携協力ができ，且
つリーダーシップを発揮する能力を有するか

フィールド安全管理学，山岳フィールド
実習 A,B，学会での質問，セミナーでの
質問など

10. 国際性：国際的な視野で
山岳域の諸問題に対応
できる能力

国際的な視野で山岳域の諸問題に対応できる
能力を修得しているか

Advanced lecture in Mountain studies，
留学生との交流，国際会議参加発表な
ど
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山岳科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Mountain Studies

知識・能力

ディプロマポリシー

筑波大学大学院学則及び関係規則に規定する博士前期課程の修了の要件を充足したうえで、次の知識・能力を有すると認められた

者に、修士（山岳科学）の学位を授与する。

山岳科学の自然科学や社会科学などの複数領域にまたがる知識、技術等を習得し、山岳域

における諸現象・諸問題に強い関心を持ち、それらの解決に具体的に貢献する人材

研究指導科目，インターンシップ科目，

修士論文作成，学会発表など
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学位論文に係る評価の基準

以下の評価項目すべてを満たす学位申請論文を、最終試験を経た上で、修士論文として合格とする。なお、審査は審査委

員会（主査および副査 2 名以上）で行う。副査は山岳科学学位プログラムの担当教員とするが、他の学位プログラムまたは連携

大学などの教員を含めることができる。  

1．提出された修士学位論文が、記述、論理展開、図表を含めて完成度が高いか。

2．修士学位論文の内容が国際的な視野をもち、山岳科学分野の研究として十分に高いレベルにあるか。

3．修士学位論文に参考文献が適切に引用されているか。

4．修士論文の研究内容が、山岳域の諸問題の解決に対応できるものか。

5．修士学位論文の学問的位置付け、内容、今後の展開を十分理解しているか。

6．発表会において的確なプレゼンテーション能力及び十分な意思疎通ができるコミュニケーション能力をもとに、適切に質疑応

答を行っているか。

カリキュラム・ポリシー

山岳科学の基礎的な知識と技術、生物資源に関わる現実の問題を解決するために必要な専門的な知識、技術、研究手法を

修得する。その手法による研究・調査で得られたデータの解析方法やまとめ方を修得し、コミュニケーション能力やプレゼンテー

ション能力が身につけられるよう教育課程を編成する。

教育課程の

編成方針

学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよ

う、大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目から各 1 単位以上を必修とする。研究指

導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じた他学位プログラム

の教員も参画）とする。具体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン

等を踏まえて決定する。

・山岳環境の保全と管理に不可欠な幅広い教養と高度な専門性を共に身につけられるよう、専門基礎科目と

専門応用科目を設ける。専門応用科目は、地球圏・生物圏・人間圏の 3 つの領域における科目群と領域共

通である山岳科学セミナー及び山岳科学研究で構成される。各領域における専門応用科目では、特定の

分野について高度な専門知識や技能を習得できると同時に、複数領域の科目を横断的に履修することで

学際的・応用的な想像力や課題発見力を養うことができる。

・これらの学修と専門分野における研究を学位論文としてとりまとめることにより、学位授与の方針に上げた各

項目が達成される。

学修の方法

・プロセス

標準修業年限は 2 年とし、修了要件として、以下に示す 30 単位以上修得し、研究の成果を修士論文にま

とめ、最終試験に合格することで学位が授与される。

・専門基礎科目は、山岳科学に関する基礎知識、考え方、及び実地における技術習得等を目的とした科目編

成とし、概論と実習を連携大学共同開設とする。必修科目は山岳科学概論 A,B（各 1 単位）、山岳フィール

ド実習 A,B（各 1 単位）、フィールド安全管理学（1 単位）、大学院共通科目（1 単位以上）、学術院及び研究

群の共通専門基盤科目（各 1 単位）で、合計 8 単位以上。選択科目は山岳環境インターンシップ I,II、先端

研究実習、Advanced lecture in mountain studies から 1 単位以上。

・専門応用科目は、地球圏、生物圏、人間圏の各領域に高度な専門知識・技能等の修得を目的とした科目を

配置する。必修科目は山岳科学セミナーⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡB、山岳科学研究Ⅰ,Ⅱ、山岳教養論で合計 15

単位。選択科目は山岳科学学位プログラム専門科目（地球圏領域、生物圏領域、人間圏領域）のそれぞれ

の領域から 2 単位以上。

・修士論文研究指導は、主指導教員 1 名および副指導教員 2 名以上により行い、副指導教員のうち少なくと

も 1 名は連携大学の教員とすることができる。また主指導及び副指導教員からなるアドバイザリー・コミティ

ー（AC）を設置し、課題検討会を開催して、各学生の研究計画の妥当性、問題点を整理する。また、履修科

目や取得単位の確認等の指導を受ける。

学修成果の

評価

・アドバイザリー・コミッティが定期的に学生の評価を行い、研究の進捗度を審査する。

・中間評価（１年次）は、主指導教員、副指導教員に加え、異なる専門領域の教員により行う。原則的には年末

に開催される連携大学合同学術集会で研究成果を発表し中間評価とする。

・2 年以上の在学と修了に必要な単位以上の修得が見込まれる者について、学位論文の審査および最終試

験を行う。原則的には年末に開催される連携大学合同学術集会で研究成果を発表し予備審査とする。主査

および 2 名以上の副査からなる学位論文審査委員会が、学位論文の審査と口頭試問を行い、上記の学位

授与の方針（DP）に照らして修士（山岳科学）の学位に相応しい能力を有するか審査を行う。また、公開発

表会を行う。

標準修業年限は2年とし、修了要件として、以下に示す30単位以上修得し、研究の成果を修士論文にま

とめ、最終試験に合格することで学位が授与される。

・専門基礎科目は、山岳科学に関する基礎知識、考え方、及び実地における技術習得等を目的とした科目編

成とし、概論と実習を連携大学共同開設とする。必修科目は山岳科学概論A,B （各1単位）、山岳フィール

ド実習A,B （各1単位）、フィールド安全管理学（1単位）、大学院共通科目（1単位以上）、学術院及び研究

群の共通専門基盤科目（各1単位）で、合計8単位以上。選択科目は山岳環境インターンシップI,II、先端

研究実習、Advanced lecture in mountain studiesから1単位以上。

・専門応用科目は、地球圏、生物圏、人間圏の各領域に高度な専門知識・技能等の修得を目的とした科目を

配置する。必修科目は山岳科学セミナーⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡB、山岳科学研究Ⅰ,Ⅱ、山岳教養論で合計15

単位。選択科目は山岳科学学位プログラム専門科目（地球圏領域、生物圏領域、人間圏領域）のそれぞれ

の領域から2単位以上。

・修士論文研究指導は、主指導教員1 名および副指導教員2 名以上により行い、副指導教員のうち少なくと

も１名は連携大学の教員とすることができる。また主指導及び副指導教員からなるアドバイザリー・ コミッ

ティ （AC）を設置し、課題検討会を開催して、各学生の研究計画の妥当性、問題点を整理する。また、履

修科目や取得単位の確認等の指導を受ける。

以下の評価項目すべてを満たす学位申請論文を、最終試験を経た上で、修士論文として合格とする。なお、審査は審査委員会（主

査および副査2名以上）で行う。副査は山岳科学学位プログラムの担当教員に加えて、他の学位プログラムまたは連携大学などの教

員を含めることができる。

Advanced Lecture in Mountain Studiesから1単位以上。
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アドミッション・ポリシー

求める人材 ・山岳域に対する関心と山岳域が直面する課題解決に貢献する意欲を持つ人材を求める。

・自然科学または社会科学に関する基礎的な学力を有し、専門知識に加え、山岳科学の複数の領域にまたが

る知識、技術等を習得する意欲がある人材を求める。

・社会人を含む幅広い分野から人材受け入れる。

入学者選抜

方針

・上記「求める人材」において示した知識・素養、能力、意欲、英語能力を考査する。

・研究計画の方針、既存研究との関係などを、論理的かつ明確に説明できるかを観察する。
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